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目的 乳房外パジェット病における治療法の検討 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング 虎の門病院皮膚科 
対象者 乳房外パジェット病患者 109 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 1 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 15 ） 

介入（要因曝露） なし 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

男女比は約2:1,外陰例が104例(triple 2,double 1を含め),

肛囲 3 例,腋窩 4 例(triple 2,double 1 を含め)腹部 1 例。

浸潤癌は全体の約 30%を占め,その約 40%にリンパ節転移が

あった。転移例のうち,両側鼠径リンパ節転移例の予後は極

めて不良で全例死亡。早期浸潤癌の組織所見では腫瘍細胞が

雨垂れの様に表皮から直接に散在性に滴落するのが特徴で

あった。 
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レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ ＩＶ ） 
日本の多数例を基に乳房外パジェット病の診断、治療に関して解説

した優れた総説 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


